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今
昔
物
語
集
の
同

一
動
詞
反
復
形
式
管
見

「
に
」
を

介

す

る

形

式

に

つ

い

て
,山

口

康

子

例
え
ば

、

伊
勢
物

語

四

一
段

に

「
せ
む

方
も

な
く

て
た

ゴ
な

き

に
な
き

け

り
」

と

い
う
表

現
が

あ
る

。

こ
の
段

に
は

、
姉
妹

の
運
命

の
対
比
-

貧

し

い
境
遇

に

お
ち

た
姉

と
、
富

あ

る
夫

を
も

っ
た
妹

と

が
描

か
れ

る
が
、

そ

の
運
命

が
象

徴
的

か

つ
具
体

的

に
あ

ら
わ

れ
る

一
つ
の
出
来

事

「
う

へ

の
き

ぬ

の
肩
を

張
り

破
り

て
け

り
」

に
対

し

て
、

ど
う
す

る
術

も
な

く
な

っ
た
姉

の
せ
き

あ
げ

る
感

情

の
表

現

で
あ
る

。

こ
の
場

面
は

、

こ
の
表
現

を
転

局
点

と

し

て
妹

の
富

め

る
夫

が

「
い
と

き
よ

ら
な

る
緑
杉

の
う

へ
の

き

ぬ
」
と

と
も

に
、

古
今

集

に
業
平

の
歌

と

し

て
伝

え

る

「
紫

の
色

こ
き

時

は
目
も

は

る
に
野

な

る
草
木

ぞ
わ

か

れ
ざ
り

け

る
」
と

い
う
歌

を
贈

る

場
面

へ
と

展
開

し

て
い
る
。

(伊
勢
物
語
の
テ
キ
ス
ト
は

「日
本
古
典
文
学
大
系
」
9
)

二

こ

の

「
た

ゴ
な
き

に
な

く
」

の
よ

う

に
、

「
に
」
を

介

し

て
同

一
動

詞

を

反
復
す

る
形
式

の
語
法

は
、

日
本

古
典
文

学
大

系

「
今
昔

物
語

集
」

の

解
説

に
指

摘
さ

れ

て
い
る

と
お

り
、
今

昔
物

語
集

に
お

い

て
は
か

な
り
特

徴

的

に
あ

ら

わ
れ

て

い
る
。

そ
れ

は
、

か

つ
て
佐
藤

武
義

氏

が

「
典

型
的

な

和
文
語

の

み

で
、
そ

れ

に
対
応

す
る

漢
文

訓
読

語

の
な

い
語
」

を
代
表

す

る
語

の

一
つ
と

し

て

と
り

あ
げ

巻
十

六

の

文
章

を

考

察
さ

れ

た
よ

う

に
、

特
定

の
巻

の
特

徴

的
表

現
と

し

て
把

え

る

こ
と

が

で
き

る
ば
か

り

で

は
な

く
、

本
集

全
体

と

し

て
も

考
察

す

る
必
要

の
あ
る
表

現
形

式

の

一
つ

で
あ

る
と

思
わ

れ

る
。

天
竺

震
旦
部

(巻

五

・
十
)

に
も

少
数

で

は
あ

る

が

用
例
を

見
出

し

、
本

朝
部

に

入

っ
て
か
ら

は
相
当

数

の
用
例

を
数

え
、

か

つ
、

こ

の
表

現

形
式

が
用

い
ら
れ

て
い
る
場

面

に
は
あ

る
共

通
性

が
う

か
が

わ
れ

る

の
で

あ
る
。

同

一
動

詞
を

「
に
」
を

介

し

て

反
復
す

る

形

式

に

つ
い

て
は
、
従

来

「
強

調
」

を
あ

ら
わ
す

と

い
わ

れ
、
井

上
博

嗣
氏

は

「
動

詞

の
意

味
を

ま

さ

に

そ

の
意

味

に
於

い

て
直

接
強

調
す

る
語

の
少

な
さ

が

こ
の
様

な
用

法

を
生

じ

た
。
」

(注
4
・
文
献
5
)
と
説

か
れ

た
。
同

一
動

詞

の
中
間

に
あ

る

「
に
」

は
連

用
修
飾

格
を

示
し

(注
4
・
文
献
2
、
お
よ
び
3
の
⇔
39
ぺ
)、

「
に
」

に
上
接

す
る

動
詞
連

用

形
が
体

言

化

し

て
い
る

(
い
わ

ゆ
る
居
体

言
)
と

考

え

る

こ
と
は

ほ

ゴ
定

説

化
し

て
い
る
如

く

で
あ
る

(注
4
・文
献
3
、
4
、5
)
。

「
に
」

の
用
法

は

「
添

加

(重

加

)
」

な
ど

と

い
わ

れ

る
が

、
結

局

の
と

鞠
27
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こ
ろ

「
状

態

の
指
示

」

と

い
え
る

。

昨
今

の
今
昔

物

語
集

の
文
章

も

し
く

は
文
体

研
究

は
、

漢
文

訓
読
体

・

和
文

体

の
他

に
変
体

漢
文

体
を

考
慮

に
入
れ

、
出
典

に
影
響

さ
れ

て

い
る

文
体

と

撰
者

固
有

の
文
体

と
を

重
層

的

に
把

え
、
各

巻
毎

、
更

に
各

説
話

毎

に
検
討

す

る
方
向

に
進

ん

で
い

る
か
と

思
わ

れ

る
。
述

部
を

形
成

す
る

強

調
表

現

に

つ
い

て
も

、
先

に
橋

本
仲

美
氏

が

「
～
事

元

限

シ
」

に
関

し

て
述

べ
ら
れ

た

よ
う

に
、
出

典

・
典
拠

の
影

響
を

超

え

て
、
撰
者

自
身

の

固

有

の
表

現
が
存

す

る
如
く

で
あ

る
。

述
部

を
形

成
す

る
強

調
表

現

の

一

つ
で
あ

る

「
に
」

を
介

す
る

同

一
動

詞

反
復

形
式

は
、

右

の
三
文
体

で

い

え
ば

和

文
体

に
属
す

る
も

の
で
あ

る
が
、

撰
者

が

そ

の
表

現
形
式

を
採

用

す

る

一
貫

し

た
表
現

態
度

が
う

か
が

わ
れ

る
可

能
性

が
あ

る
。
今

、

こ

の

表

現
形
式

が
今

昔
物

語
集

の
中

で
ど

の
よ

う

に
用

い
ら
れ

て

い
る
か
を

明

ら
か

に

し

て
み
た

い
。

テ
キ
ス
ト
は
、
日
本
古
典
文
学
大
系

「今
昔
物
語
集
」
一
～
五
を
用
い
、
訓
み
は
特
に
記
さ
な

い
限
り
、
底
本
に
従
う
。
用
例
の
表
示
は
、
漢
数
字
で
巻
を
、
算
用
数
字
で
話
数
を
示
す
。

例
え
ば

(二
十
六
3
四
娚
ぺ
⑮
)
は
、
巻
二
十
六
第
三
話
、
大
系
本
の
第
四
冊
・
魏
ペ
ー
ジ
ー5

行
目
を
示
す
。
)

三

①

対

象

表
現

形
式

の
認
定

と

分
類

今
昔

物

語
集

に
お

い

て
、

こ
の
表

現
形
式

は

、

例

え
ば

「
只
泣

キ
ニ
泣

ク
」

(+
六
18
日
揃
ぺ
⑤
)

の
よ
う
な

形
式

を
基

本
と

し

て
様

々
な
変

形
を
生

じ

て
い
る
が

、

形
式
的

に

み

て
次

の
よ

う

に
分
類

で
き

る
。

ま
ず

「
に
」

に
上

接
す

る
動

詞
連

用

形

(こ
れ
を
N
項
と
よ
び
、
下
接
す
る
も
の

 を
矧
項
と
よ
ん
で
区
別
す
る
。
以
下
こ
の
呼
称
に
従
う
。
)
の
上

に
副
詞
到

を

と

る
か

否

か

で

二

大

別

し

、

次

に

、

A

・
B

両

項

が

全

く

同

一
の

動

詞

で

あ

る

か

否

か

に

よ

っ
て

二

次

分

類

す

る

。

例
外
的
に
僅
か
に
見
出
さ
れ
る
動
詞
以
外

の
語
の

「
に
」
を
介
す
る
反
復
形
式
に
つ
い
て
も
、

こ
の
形
式
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
あ
わ
せ
て
考
え
る
。

「
に
」
の
下
に
更
に
助
詞
を
と
も
な
う

用
例
も
あ
り
、
そ
れ
を
分
類
基
準
の
一
つ
に
す
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
、
本
集
で
は
そ
の
形

の
用
例
が
き
わ
め
て
少
な
く
、
次
の
四
例
の
み
で
あ
る
か
ら
、
特
に
別
扱
い
を
し
な
い
。

「泣

昌
」
、泣
テ
」

(三
十
2
描
ぺ
⑪
、
十
六
8
糊
ぺ
②
)

「寝
死
一一ナ
ム
死
昌ヶ
リ
」

(二
十
七
4
娚
ぺ

⑥
)
、

「弥

.咋
入
リ
ニ
.
ソ
咋
入
レ
」

(二
十
八
脇
塒
ぺ
⑭
)
。
大
系
本
で
補
読
し
て
い
る
例
を

加
え
る
と

菰

引

泣
・」

三

+
六
、
。8
ぺ
⑮
)
が
加
わ
る
・

4

類

型

番

号

I

タダを

ともな

う形式

五

タダをともなわ

ない形式

 

が
以
形

皿

項
詞
の

A
動
外
式

12345678

表

現

形

式

列
列
+
動
詞
連
用
形

(A
)
+
二
+
同

一
動
詞
(B
〉

タ
ダ
+
動
詞
連
用
形

(A
)
+
二
+
A
を
含
む
複
合
動
詞
(B
)

動
詞
連
用
形

(A
)
+
二
+
同

一
動
詞
(B
)

一
動
詞
連
用
形
(A
)
+
‡

A
を
含
む
複
合
動
詞
(・
)

複
合
動
詞
連
用
形
(A
)
+
二
+
A
の
第
二
項

の
動
詞
(B
)

複
合
動
詞
連
用
形
(A
)
+
二
+
A
の
第
二
項
を
含
む
複
合
動
詞
(B
)

動
詞
以
外
の
用
言
+
二
+
同

ゴ
用
言
+
動
詞
ナ
ル

名
詞
+
二
+
同

一
名
詞
+
動
詞
ス

右

の
分
類

は

A

.
B
両
項

の
同

一
性

に
重
点

を
置

い
て

い
る

の
で
、
他

の
観
点

か
ら

み

て
重
要

な
用

例
が
埋

没
す

る

こ
と
を
防

ぐ

た
め

問
題

例
は

で
き
る
だ

け
用

例
を

提
示

す
る

こ
と

に
す

る
。

以
下

、
各

形
式

に

つ
い

て

用
例

を
あ

げ

つ
ゝ
若
干

の
説
明
を

す

る
。

I
、

タ
ダ

(
副

詞
)
を

と
も

な
う

形
式

28



一
般

に

こ
の
表

現
形

式
は

、

タ
ダ
以
外

に
も

イ

ヤ
、

ヒ
タ
な
ど

の
副

詞

を

と
も

な
う

例
が

知
ら

れ

て
い
る

が
、
今

昔
物

語

集

に
お

い
て
は
、

次

の

三

例
が

み
ら

れ
る

の

み
で
あ

る
。

①

亦

奇

二
寄

来

レ
バ

(二
+
八
28
五
97
ぺ
②
)

②

粥
イ
ヨ
嘱
入
!
;
ソ
咋
入
レ
勉
サ
ム
ヤ
ハ
三
+
八
謡

囎

⑭
)

③

亀
矧

晩

入
2
雇

入
ル
三
+
八
謬

。8
ぺ
⑫
)

こ

の
三
例

は
、

用
法
と

し

て

タ
ダ
を
と

る
も

の
と
同

一
で
あ
る
と

考

え

ら
れ

る

の
で
、

こ

の
項

に
含

め

て
考
察

す

る
。
(A
・
B
両
項
の
関
係
か
ら
、
②
③

の
用
例
を
類
型
番
号
-
に
、
①
の
用
例
を
2
に
含
め
る
。
)
又
、

副
詞

タ
ダ

の

表

記

は

「
只
」

に
統

一
さ
れ

て

い
る
よ

う

で
、
唯

一
の
異
例

は

「
馴

通

二
通

ラ
ム
ト

為

ル
ヲ
」

(
二
士

二
21
四
㎜
ぺ
⑭
)
で
あ
る

。

1
、

タ
ダ
十

A
+

ニ
+
B

(
A
と

B

は
同

一
動

詞
)

④

只
燃

二
燃

ケ
レ
バ

(二
十
六
3
四
鯉
ぺ
⑯
)

⑤

只
出
立

二
出

デ
立

ッ

(
二
十
五
5
囚
㎝
ぺ
⑫
)

A

・
B
両
項

と
も

単

一
動

詞

で
あ
る

も

の
④
が

大
半

で
あ

る
が

、
両

項

と
も

に

同

一
の
複
合

動

詞

で
あ
る
も

の
⑤
が

若
干

見
出

さ
れ

る
。

又
、

助

動

詞
を
接

続

し
た
ま

ま

の
形

で

「
に
」

を
介

し

て
反
復

す
る
例

が

二
例

、

「
只
鰯

セ
ニ
麟

セ
ッ
」

三

+
九
藷

廊
ぺ
⑥
)
・

「
只
襟

要

弗

レ
一ア
」

三

+
六
23

四
備
ぺ
⑥
)

と

見
出

さ
れ

る
。

B
項

は
命
令

形

を
除

く
す

べ
て

の
活

用
形

が

見
ら

れ

、
述
部

と

し

て
活

発

に
機
能

し

て

い
る
姿
が

う

か
が

わ
れ

る
。

用

例

数
も

圧
倒

的

に
多

く
、

こ
の
形
式

が
今

昔
物

語
集

に
お

い
て
は
典
型

的

か

つ
基

本
的

な
も

の
で
あ

る
。

2
、

タ
ダ

+
A

+

二
+
A
を

含
む

複
合

動

詞

(
B
)

⑥

山

マ
只
崩

レ
ニ
崩

レ
行

ク

(+
36
昌
聯
ぺ
⑧
)

㎝

只
水

二
水

痘
噌ケ
レ
バ

(三
+
4
五
㎜
ぺ
⑭
)

例
外

的
な

次

の
二
例

も

こ

こ
に
含

め

て
考
え

る
。

⑧

只
曳

キ
ニ

東

ノ
方

へ
曳
将

行
ヶ
バ

(+
六
33
日
⑨
ぺ
⑭
)

働

五
位

只
翼

ビ
引
規

ビ
翻

テ

(+
九
14
四
93
ぺ
⑤
)

⑧

に
お

い
て
は

A

・
B
両
項

が

「
に
」
を

介
し

て
直

接
せ

ず
、

「
東

ノ

方

へ
」
と

い
う

目
的

語

を

へ
だ

て
て

い
る
。

又
③

に
お

い

て
は

二
が

シ
と

な

っ
て
い
る

が
、

大
系
本

の
校
異

に
よ

れ
ば

異
本

に
は

二
も

あ
り

、

二

・

ミ

・
シ

の
流

動
は
他

に
も

み

ら
れ

る
と

こ

ろ
で
あ

る
か

ら
、

こ

の
形
式

に

含

め

て
考

察

す
る

。

H
、

タ
ダ

(
副
詞
)

を
と

も
な

わ
な

い
形

式

3

、

A

+

二
+
B

(
A
と

B
は

同

一
動

詞
)

㈹

光

任
等
死

二
死

テ
戦

フ
ニ

(二
十
五
13
四
謝
ぺ
⑫
)

00

立

チ
ニ
鵡

テ
騒
グ

(十
九
4
四
67
ぺ
①
)

働

女
泣

ニ
ノ
、、、泣
テ
物

モ
不
食
ザ
リ
ヶ
リ

(三
+
2
田
蹴
ぺ
⑪
)

こ
の
形
式

で
は
B
項

は

す

べ
て
連

用
形

で
あ

り
、

そ
れ
も

接
続

助

詞

テ

に
続

い

て
下

の
用

言

に
対
す

る
修

飾
句

を
形

成

し

て
い
る
も

の
の
み

で
あ

る

。
4
、
A

+

二
+
A
を

含

む
複
合

動

詞

(
B
)

こ

の
形
式

の
用
例

は
今

昔
物

語
集

に

は

一
例

も
見

出
さ

な

い
が
、

2

と

の
対

応
上

項

目
は

た

て
た
。

5

、

+

二
+
A

の
第

二
項

の
動

詞

(
B
)

複
合

動
詞
連

用
形

(
A
)

㈱

ヤ
ガ

テ
思

ヒ
死

二
死

二
ヶ
リ

(三
+
8
五
獅
ぺ
⑬
)

0◎

棍

抜
キ
ニ
抜

ク
時

二

(二
+
八
鵠
五
螂
ぺ
⑯
)

こ
の
形
式

は

A
項
が

修
飾

語
を

と
も

な

っ
て
い
る
も

の
で
あ
る

が

、

A
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項

の
体

言
性

が
濃

厚

で
複
合

動

詞
連

用

形
と

認
め

る

こ
と

は

や

ゝ
抵
抗
が

あ

る
も

の
が

多

い
。
例

外
的

な
次

の
例
も

こ

の
項

に
含

め
る

。

㈱

独

立

チ
ニ
皆

立
テ
去

二
ヶ
リ

(二
+
四
52
四
㎜
ぺ
⑮
)

6

、
複
合

動

詞
連

用
形

(
A
)
+

二
+
A
の
第

二
項

を
含

む
複
合

動

詞

(
B
)

こ

の
形
式

は
次

の
三
例

の
み

で
あ
る

。

0⑤

盗

人
戸

ヲ
醇
都

二
都

駕

ッ

(二
十
九
-
五
燭
ぺ
⑫
)

㎝

内

差

二
差

籠
リ
テ

(二
十
九
-
国
塒
ぺ
⑬
)

08

風

隠

二
差

隠

タ
ル
ヵ
ト

思

テ

(二
十
六
-〇
四
概
ぺ
⑥
)

こ

の
三
例

に
お

い

て
は
A
項

の
体

言
性

が
更

に
強

く

な

っ
て
い
る

と
考

え

ら
れ
る

。
特

に

08
は

、
形
式

的

に
も

A

の
第

二
項

が

B

の
第

二
項

と
同

一
で
あ

る
点

、

「
に
」

を
介

し

て
上

下

に
同

一
動

詞
が
直

接
す

る
と

い
う

表

現
形
式

か

ら
み

て
例
外

的

で
あ
る

が

、
複
合

動

詞

の
形
で

反
復
す

る
形

式

⑤
も

若

干
あ

り
、

類
型

2

の
中

に
も

一
例

だ

け

で

あ

る

が

「
只

来

二

潟

剰

レ
バ
」

(
二
十
八
磁
田
田
ぺ
⑨
)
と

い
う

用
例
も

み

ら
れ

た

の
で
、
「
風
隠
」

は
体

言
と

認

め
る

べ
き

で
あ

る
が

一
応

こ

ゝ
に
含

め

て
考
察

す

る

。

皿

、
A

・
B
項

が
動

詞

以
外

の
語

で
あ

る
形
式

7

、
動
詞

以
外

の
用
言

+

ニ
+
同

一
用
言

+
動

詞

「
ナ

ル
」

こ

の
形

式

に
属
す

る

用
例
は

次

の
四
例

で
あ

る
。

チ
カ

ナ
リ

⑳ ⑳09

 

い
ず
れ
も

B
項

が

「
成

テ
」

に
続

く
点

に
お

い

て
共

通
し

て

い
る
。

只
近

二
近

ク
成

テ

(
二
+
六
17
四
蜘
ぺ
⑦
)

只

悪

二
悪

ク
成

テ

(
二
十
五
5
四
㎝
ぺ
⑬
)

其

ノ
瓜

只
大
キ
ニ
大

キ
ニ
成

テ

(二
十
八
40
五
伽
ぺ
②
)

只

大
キ
ニ
大
キ
ニ
成

テ

(五
17
H
詔
ぺ
⑪
)

ナ
9

8

、
名

詞

+

二
+
同

一
名

詞

+
動

詞

「
ス
」

こ

の
形
式

は

、
次

の

一
例

の
み

で
あ
る

。

⑬

油

二
油

シ
タ
ル
紙

ヲ
以
テ
褒

タ
リ

(二
十
46
四
施
ぺ
⑰
)

以
上

の
八
類

型
は

、

1
を
基
本

形

と
し

て
、
番

号

に
従

っ
て
そ
れ

だ
け

基
本

形

か
ら
遠

ざ
か

り
変

形

し
て

い
る
と

い
え

る
。

こ

の
形
式
と

も
考

え
ら

れ

る
用
例

で
除

外

し
た

の
は
、

次
のの
二
類

七
例

で
あ
る

。

①

「
切
リ
ニ
切

テ
」

四
例

こ

の
四
例
は

「
シ
串
レ
切

ノ
」

の
実

質
上

の
内

容
が

な
く

そ

れ

ぞ

れ

「
其

ノ
祈

ノ
法

ヲ
行

ヒ
給

フ
」

(+
四
40
)

「
念

仏

ヲ
唱

フ
」

(二
+
23
)

「
責

メ
サ
セ
給

フ
」

(二
+
四
33
)

「
責

メ
云
」

(三
十
4
)
を

修
飾

す
る

副

詞
句
と

し

て
機
能

し

て

い
る

。
述

部

の
強
調

表
現

と

し
て

の

こ
の
表
現

形
式

を
対
象

と

す
る

本
論

で
は

一
応

除
外

し
た

。

(加
え
る
と
す
れ
ば
、
∬
の
3
の
類
型
に
属
す
る
。
)

②

「
但

二
臥

ス
」

三
例

こ

の
例

に

つ
い

て
は
、

「
但

シ
臥

ス
」

と

い
う
複

合
動

詞

の
形

で
本
集

に
十

一
例

み
ら

れ
る

こ
と

、

シ
と

ニ
の
異

同
例

が
あ

り

(用
例
⑨
参
照
)

「
但

二
臥

ス
」

と

い
う
表

記
は

「
但

シ
臥

ス
」
と

混
じ

や
す

い
と

考
え

ら
れ

る

こ

と

、
類

聚
名
義

抄

・
色

葉

字
類

抄

で
は
、

そ
れ

ぞ
れ

「
挽

(仏
上
ノ
一
〇
)、

伏

(仏
上
ノ
一
三
)
、
覆

(法
下
ノ
七

一
)」

、

「
伏

(黒
川
本
50
オ
4
、申
ウ
人
事
)
、
覆

(黒
川
本
53
オ
4
、申
ウ
辞
字
)」

を

「
ウ

ツ

フ
ス
」
と

訓
じ

て

い

て

「
伏
す

」
と

は

別

の

一
語
と

み
な

さ
れ

て

い
た
と
考

え

ら
れ

る

こ
と
、
本

集

に
は

「
但

シ
様

二
健

シ
転

テ
行

ク
ニ
」

(
二
+
八
2
)
と

い
う

用
例

も

見

出

さ

れ

る

こ

と
、

「
う

つ
ふ
す
」

の

「
う

つ
」

の
性

格

は
明

ら
か

で
な
く

、

「
た

ゴ
な

き
」

に
お

け
る

「
た

ゴ
」
と

同
様

な
扱

い
を

す
る

こ
と

に
は

抵
抗

が
あ

る
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こ
と

、

な

ど

の
理
由

か
ら
除

外

す
る

。

(入
れ
る
と
す
れ
ば
「オ
モ
ヒ
シ
:

シ
ヌ
」

な
ど
と
同
じ
く
、
∬
の
5
に
入
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
)

こ

の
他

に
数

例

の
問

題
例

(
例

え
ば

「
に
」

の
補
読

に

よ
り

こ

の
形
式

と

な
る

も

の
な
ど

)
が

あ
る

が
確

実

な
も

の

の
み
を
対

象
と

す
る

べ
く

除

外

し

た
。

②

分
布

状
態

以
上

、
認
定

、

分
類

し

た
形
式

に
従

い
、

各
巻

毎

の
分
布

状
態

を
次

に

表
示
す
る
。

(第

一
表
)
表
中
0
内
の
数
値
は
、
タ
ダ
以
外
の
副
詞
を
伴
な
う
も
の
。

こ
の
表
か
ら
直
ち
に
判
明
す
る
こ
と
は
、
①
今
昔
物
語
集
で
は
タ
ダ
を

と
も
な
う
形
式
が
普
通
で
あ
る
ζ
と
、
②
天
竺
震
旦
部
に
お
い
て
は
そ
の

世
俗
部
と
も
い
え
る
そ
れ
ぞ
れ
末
尾
の
巻
、
巻
五
・
巻
十
に
各
二
例
ず
つ

を
見
る
こ
と
は
、
用
例
数
に
は
大
差
が
あ
る
が
本
朝
世
俗
部
に
用
例
が
多

い
こ
と
と

一
致
す
る
傾
向
で
あ
る
こ
と
、
③
本
朝
仏
法
部
で
は
巻
十
六
、

世
俗
部
で
は
巻
二
十
六

・
二
十
七

・
二
十
八

・
二
十
九
に
目
立
っ
て
多
い

こ
と
、
な
ど
の
諸
点
で
あ
る
。

③

出
典
・
類
話
と
の
関
係

こ
の
一
二
三
例
は
、
計

一
○
四
話
に
わ
た

っ
て
分
布
し
て
い
る
。
本
集

の
出
典
を
決
め
る
こ
と
は
決
し
て
容
易
で
は
な
い
が
、
今
、
橋
本
仲
美
氏

が
出
典
と
認
定
さ
れ
た
十
四
種
の
文
献
を
そ
れ
と
す
れ
ば
、
こ
の

一
○
四

話
中
わ
ず
か
三
話
に
出
典
が
認
め
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
更
に
古
典
大
系

頭
注
で
出
典
と
認
め
ら
れ
て
い
る
も
の
を
加
え
て
も
計
四
話
が
追
加
さ
れ

る
の
み
で
、
他
は
い
ず
れ
も
出
典

・
典
拠
未
詳

の
説
話
で
あ
り
、
全
体
の

半
数
を
越
す
計
五
十
七
話
の
説
話
が
類
話
も
未
だ
見
出
さ
れ
て
い
な
い
孤

立
説
話
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
口
哺
説
話
の
筆
録
に
よ
る
も
の
か
と

一

応
考
え
ら
れ
る
が
、
類
話
関
係
の
検
討
に
よ
り
、
宇
治
拾
遺
物
語
と
は
同

原
か
と
み
ら
れ
る
よ
う
な
同
文
的
説
話
を
十
六
話
も
有
す
る
こ
と
を
考
え

合
わ
せ
る
と
、
簡
単
に
は
決
定
し
が
た
い
。

出
典
の
表
現
に
影
響
さ
れ
た
か
否
か
に
つ
い
て
は
本
文
の
類
似
が
あ

っ

て
も
必
ら
ず
し
も
影
響
が
あ
っ
た
と
の
み
は
考
え
ら
れ
ず
、
判
断
は
困
難

で
あ
る
が
強
調
表
現
に
対
し
て
原
典
の
該
当
部
分
に
も
同
様
の
強
調
表
現

が
み
ら
れ
る
か
ど
う
か
を
検
討
し
よ
う
。
出
典
と
目
さ
れ
る
文
献
の
大
半

が
漢
文
資
料
の
た
め
判
断
し
に
く
い
が
、
お
お
よ
そ
次
の
結
果
を
得
る
。
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③

出

典

で
も
当

該
箇

所

が
強

調
さ

れ

て

い
る
場

合

十

六
ー

8

(霊
異
記
)

(

)
内

は
出

典

。

以
下
同

じ
。

b

出

典

に
当
該

箇
所

は

存
す
る

が
強

調

さ
れ

て

い
な

い
場

合

二
十

五
ー

13

(陸
奥
話
記
)
、

二
十

八
-

如

(法
苑
珠
林
)

勧

出

典

に
当
該

箇
所

が

な

い
場

合

二
十

四
ー

52

(後
拾
遺
和
歌
集
)
、

二

十

六

1

1

(霊
異
記
)
、

五
ー

17

(大
唐
西
域
記
)
、
十

六
1

17

(善
家
脇
記
)
、

出
典

に
も

強
調

表
現

が

み
ら
れ

る

の
は

、
し

い

て
い
え
ば

霊
異

記

に
、

「
昼
夜

哀
哺

流

涙
」

(申
第
三
+
四
大
系
旙
ぺ
)
と

あ

る

の
を

「
実
キ
響フ

、、、泣

テ

日
ヲ
暮

一7
シ
夜

ノ
.晦

ヶ
ル
程

二
」

(+
六
8
日
樹
ぺ
②
)

と
す

る

の
を
あ

げ

得

る

程

度

で
あ
る

。

こ

の
表

現
形

式

に
関

し

て
は

出

典
と

の
関
係

は
な

い
と

い

っ
て
よ

い
。

④

地

の
文

か
会

話
文

か

一
二
三
例

の
う

ち
、

和
歌

の
用
例
は

一
例

も

な
く
会

話
文

の
用

例
は

わ

ず

か

に
次

の
六
例

で
、

他

は
す

べ
て
地

の
文

の
用
例

で
あ

る
。

⑳ ⑳ 圏 ⑳

只
過
ギ
ニ
過
ギ
タ
レ
バ

(二
+
四
21
四
㎜
ぺ
⑨
)

只
死

二
死

タ
ル
様

二
見

エ
ヶ
レ
バ

(二
十
七
16
四
梱
ぺ
⑬
)

思

ヒ
死

二
死
タ
ル
者

ナ
レ
バ

(二
十
四
20
四
蹴
ぺ
④
)

干

死

二
死
ナ
ム

(十
六
銘
日
柵
ぺ
③
)

童
泣

二
泣

事

ハ

(二
+
五
11
四
謝
ぺ
⑤
)

内
差

二
差
籠

リ
テ

(二
+
九
-
国
燭
ぺ
⑬
)

こ

の
う

ち
⑫心
⑫e

四

の
三
例

は
、

近
接

し

た
地

の
文

に
同
表

現
か

そ
れ

に

近

い
語

句
が

あ
り

、

そ
れ
を

承
け

る
表

現

で
あ

っ
て
、

地

の
文
と

の
か

か

わ

り
が

深

い
。

又
、
形

式
上

の
類

型
か

ら

い
え
ぱ

、
基

本

形
1

に
属
す

る

の
は
⑳
㈲
の
二
例
で
あ
り
、
残
る
四
例
は
変
形
的
な
5

(
三
例
)
、
6
二

例
)
の
例
で
あ
る
こ
と
は
、
5
・
6
に
属
す
る
用
例
そ
の
も
の
が
き
わ
め

て
少
な
い
こ
と
を
思
え
ば
注
意
を
要
す
る
。
す
な
わ
ち
こ
の
表
現
形
式
を

会
話
文
中
に
用
い
る
の
は
、
地
の
文
に
ひ
か
れ
る
場
合
な
ど
き
わ
め
て
例

外
的
な
場
合
で
あ
り
、
形
式
上
も
変
形
の
も
の
が
多
い
と
い
う
こ
と
が
分

る
。
こ
の
表
現
形
式
は
今
昔
物
語
に
お
い
て
は
圧
倒
的
に
地
の
文
の
も
の

と
考
え
て
よ
い
。
前
項
に
み
た
出
典
と
の
関
係
を
考
え
合
わ
せ
る
と
今
昔

物
語
集
の
地
の
文
の
性
格
に
つ
い
て
の
あ
る
示
唆
が
得
ら
れ
る
。

四

次
に
こ
の
表
現
形
式
の
表
現
価
値
を
考
察
す
る
。
表
現
価
値
と
は
曖
昧

な
い
い
方
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
は
次
の
二
点
に

つ
い
て
解
明
し
て
み
た
い
。

①

こ
の
表
現
形
式
の
A

・
B
項
に
あ
ら
わ
れ
る
動
詞
に
何
ら
か
の
意
味

的
な
限
定
が
み
ら
れ
な
い
か
。

②

こ
の
表
現
形
式
が
用
い
ら
れ
て
い
る
場
面
に
何
ら
か
の
共
通
性
が
み

ら
れ
な
い
か
。

ω

A
・
B
項
の
動
詞
の
意
味
的
限
定

一
二
三
例
の
A
・
B
項
に
あ
ら
わ
れ
る
動
詞
の
異
な
り
語

を
検

す

る

に
、
単

一
動
詞
六
三
語
、
複
合
動
詞
二
六
語
を
得
る
。
こ
の
計
八
九
語
に

つ
い
て
は
語
彙
的
な
偏
り
は
全
く
な
い
。
最

頻

用
例

が
七
例
を
有
す
る

泣
ク
で
、

一
例
の
み
と
い
う
語
が
圧
倒
的
に
多
く
、

一
語
の
平
均
使
用
回

数
は
L
で
あ
る
。

蕪̂
)

次
に
こ
の
八
九
語
を
意
味
論
的
な
観
点
か
ら
分
類
し
て
み
る
と
あ
る
限

ら
れ
た
範
囲
、
す
な
わ
ち
次
の
二
種
に
限
定
さ
れ
る
こ
と
が
分
る
。

〔甲
〕
来
往
関
係

イ

方
向
、
ロ

方
法
、
ハ

内
容

(意
味
)
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〔乙

〕
状
態

の
変
化

㈲

一
時
的
変

化

、

次

の
第

二
表

の
と
お

り

で
あ

る
。

ロ

永
続
的
変
化

(第=話o

〔甲〕来 往 関 係〔乙〕状 態 の 変 化

④
方

向

ロ
方

法

ハ
内

容

ω

一
時
的

ロ
永
続
的

分
類
不
能
例

単

一

動

詞

引 来 上
ク ル グ
、 、 、

遣 来 出
ル 、ス
'過'

行 グ 出
ク 、ヅ
、通 、

寄 ル 入
ス 、ル
、引'

寄 力 下
ル ル ル

、 「、

 

歩
ブ
、
行
ク
、
打

ツ

(馬
ヲ
ユ
カ
セ
ル

ノ
意
)

走
ル
、
遣

フ
、
提
グ

追
フ
、
責
ム

夢

(追
イ
カ
ケ
ル
ノ
意
)
、

噴

ル
、
騒
グ

、

ス
ズ

ロ
フ
、
立

ツ
、

ド

ヨ

マ
サ

ル
、

ド

ヨ
ム
、
泣

ク
、

振

フ
、

替

ル

(気

色
ガ
)
、
涯

ル

(
愛
敬

ガ
)

荒

ル
、
傾

ク
、
絡

ム
、
消

ユ
、

切

ル
、

崩

ル
、
暮

ル
、
懐

ツ
、
繁

ル
、

死

ヌ
、

縛

ル
、
呑

ム
、
築

ク
、
付

ク
、
解

カ

ス

解

ク
、
成

ル
、
抜

ク
、
脱

グ
、
水

ユ
、

巻

ク
、
満

ツ

(潮

ガ
)
、
揃

ル
、
燃

ユ
、

焼

ク
、
破

ル
、
捜

ズ
、
涌

ク

垂
ル

複

合

動

詞

歩
ビ
寄

ル
、

出

デ

立

ツ
、

出
来
、
入
来
ル
、
入
来
、
近

付
ク
、
引
入
ル
、
引
出

ス
、

遺
入
ル
、
寄
来
ル
、
指
出
ヅ

打
懸
ル
(馬
ヲ
)
、
曳
将
行
ク

追
持
行
ク

咋
入
ル
、
差
隠
ル
、差
値
ム
、

差
髄

ル

傾
キ
倒
ル
、
消
入
ル
、
崩

レ

行
ク
、
成
持
行
ク
、
水
痙

ム

満
来

ル
、
涌
キ
涯
ル

一
垂
居
ル

計

六

三

語

計

二

六

語

分
類
に
あ
た

っ
て
の
語
義
は
、
本
文
申
で
の
語
義
に
従
っ
て
い
る
。
分
類
不
能
例
と
し
た
二
語

は

「
凡
郵

.一郵

廊
タ
ル
,
見
レ
バ
」

(+
六
菖

狸

⑬
)
で
あ
る
が
・

「垂
」
の
語
義
が
必
ら
ず

(産
16
》

し
も
明

ら
か

で
な
く

、
分

類

で
き
な

か

っ
た
も

の
で
あ
る

。

〔甲
〕
来
往
関
係
の
動
詞
に
は
、
そ
の
方
法
や
そ
の
行
為
の
も
つ
意
味

(内
容
)
の
表
現
ま
で
含
め
る
。
複
合
動
詞
に
つ
い
て
は
そ
の
第
二
項
に

来

往
動

詞
を

持

つ
も

の
が

圧
倒
的

に
多

い
こ
と

に
注

目
さ
せ

ら
れ

る
。

〔
乙
〕
状

態

の
変
化

を

あ
ら
わ

す
動

詞
は

、

そ

の
変
化

が

比
較

的
永

続

性

を
持

つ
も

の
が
多

く

、
し

か
も

そ

の
変

化
も

し
く

は

そ

の
変

化

の
結
果

が

、
主
体

も

し
く

は
関

係
者

に
と

っ
て
好

ま
し

か

ら
ざ
る

も

の

で
あ
る

こ

と

が
多

い
。

一
見

よ

い
結

果
と

思
わ

れ
る

も

の

で
あ

っ
て
も

、
そ
れ

は

そ

の
場

限

り

の
も

の
で
、

瓜
が
ど

ん
ど

ん
成

長
し

て
も

結
局

は
術

に

よ

っ
て

己

れ

の
瓜
を

盗

み
取
ら

れ
た

の
で

あ
る
し

(二
+
八
40
)
、

幸
福

に

年

月
が

ど

ん
ど

ん
過

ぎ
去

っ
た
の
も
結

局

狐

に
た
ぶ

ら
か
さ

れ

た
錯
覚

で
あ

っ
て

不
幸

の
遠
因

で
あ

っ
た

(+
六
17
)
。

逆

に
関
係

者

に
と

っ
て
好

ま
し

い
状

態

の
変

化
を

示
す

例
と
し

て
は

、

わ
ず
か

に

四
例
し

か
見

出

せ
な

い
。
今

昔

物
語

集

に
お

け
る

こ
の
表

現
形
式

は

そ

の
行

為

・
動
作

・
作

用

の
結

果

が

主
体
も

し

く
は
関

係
者

に
と

っ
て
不
愉

快

・
迷

惑

・
困

難

・
不
幸

で
あ

る
も

の
、
又

は

そ
う

い
う
状
態

の
原

因
と

な
る
も

の
、

の
表
現

に
主

と
し

て
用

い
ら
れ

て

い
る
と

い
え
る

。
稀

に
よ

い
結

果
を

示
す
場

合
と

い
う

の

は

、

人
智
を

超
え

た
摩
詞

不
思

議
な
事

柄

の
表

現

で
あ
る

。

一
時

的
変

化

の
場

合
は

、

人
間

の
感

情

表
現
=

唄

ル
、
泣

ク
な
ど

が
中

心

を
占

め

て
お
り

、
そ
れ

ら

の
感
情

が
収

ま

っ
た
ら
も

と

の
状
態

に
も

ど

る
と

い
う
意
味

で
変

化
は

一
時

的
と

い
え

る
。
生

物

の
感
情

表

現
関
係

お

よ

び
身
体

運
動

関
係

の
動

詞

に
限
ら
れ

て
い
る
。

②

場
面
性

一
二

三
例
が

そ
れ

ぞ
れ

の
説

話

の
中

の
ど

の
よ
う

な
場

面
に

用
い
ら

れ

て
い
る
か

を
考

察
す

る
と

、
計

五
例

の
例
外

を
除

く
計

一
一
八
例

が
何

ら

か

の
意
味

で
破

局
性

を
も

っ
た
場

面

の
表
現

に
用

い
ら

れ

て

い
る

こ
と

が

分
る

。
場

面
性

の
分
析

は
結

局
解

釈

の
問
題

で
あ

り
主

観
的

に
な

ら
ざ

る

を
得

な

い
が
、

で
き

る
だ
け

共
通

項
を

見
出

し
客

観
的

な
判

断

に

つ
と

め
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た
結
果
を
表
示
す
れ
ば
次
表
の
と
お
り
に
な
る
。

(第三表)

1Ⅱ 破 局

 

亜Ⅳ

類

型

破
局
に
つ
な
が
る
事
件

・

状
態

FEDCBA

偽
り
、
謀
り

逃
亡
、
退
去

露
見

死
亡
、
消
滅

出
立
、
出
陣

異
様
な
接
近

・
出
現

破
局

へ
の
予
感

破
局
に
と
も
な
う
感
情

例

外

計

紙

幅

の
都

合
上

、

詳
述

し
得

な

い
が

、
次

に
各
項

目

の
代
表

的
な

事
例

の

一
、

二
を

あ
げ

て
、
分
類

の
目
安
を

略
記

す
る

。

1

「
破

局

に

つ
な
が

る
事
件

・
状

態
」

の
項

に
、
例

え
ば
毒

入
り

の
酒

を

飲

ん
で
し

ま
う

場
面

(二
十
八
5
)
と

か
、
盗

人
が

刀
を
う
つ
き

つ
け

て
女

の
衣

を

脱
が

せ
る

場
面

(二
+
九
盤
)
な

ど
を

入
れ

た
。

又
周
囲

の

反
対

な

ど

の
心

理
的
抵

抗
を

お
し

て
事

が

進

展
す

る

場

面

(二
十
"
、
二
+
四
31
)
も

含

め
た

。

こ

の
項

目
に

は
当
然

な
が

ら
種

々
雑

多

な
場
面

が

入
る
。

Ⅱ

「
破

局
」

の
項

に
は

、
第

三
表

に
示

す
と

お

り
A
～

F

の
項

目
を

た

て

る

こ
と

が

で
き

た
。

皿

「
破

局

へ
の
予

感
」

の
項

に
は

、
山

中

で

日
の
暮
れ

る
場

面

(
二
+
七

磁
、
三
十
一
15
)
や
、
堂

内

に
悪

人
が
潜

入
す

る
場

面

(十
九
14
)
な

ど
、
直

接

破
局

に

つ
な
が

る
事
件

・
状

態
と

は

い
え

な

い
が
あ

る
危
機

感
を

と
も

な

っ
て
描

か

れ

て
い
る
場

面

を
入
れ

た

。
局
面

の
展

開

に
対
す

る
期

待
性

を

も

っ
て
い
る
と

い
う
点

で
∬

「
破

局
」

の
E

・
F

(特

に

F
)
と

連
続

し

て
い
る
。

Ⅳ

「
破
局

に
と

も

な
う
感

情
」

の
項

に
は

、
泣

ク

、
唄

ル
、
振

フ

(侮
辱

さ
れ
た
結
果
、
く
や
し
さ
の
た
め
)
な
ど

を

入
れ

た
。

例
外

と

し

た
五
例

は
次

の
と

お
り

で
あ
る

。

鋤

只

大

キ

ニ
大

キ

ニ
成

テ

(五
17
ニ
詔
ぺ
⑪
)

㎝
一

ロ
バ
涌

キ

ニ
涌

キ
置κ
ル

(五
17
]
日㎝
ぺ
⑭
)

働

立

チ
ニ
立

テ
騒

グ

(十
九
4
四
67
ぺ
①
)

㈹

便

リ
只

付

キ

ニ
付

テ

(十
六
28
日
娚
ぺ
②
)

⑳

事

ロ
バ成

二
成

ヌ

(士

一21
日
靭
ぺ
⑥
)

こ
の
五
例
は

一
般
的
に
い
う
破
局
の
概
念
に
は
、
該
当
し
な
い
。
但
し

こ
れ
ら
の
例
は
、
本
稿
で
試
み
た
数
種
の
分
類

の
他
の
場
合
に
も
例
外
と

認
め
た
事
例
が
多
い
。
⑳
㎝
尉
鋤
の
四
例
は
、
状
態
の
変
化
が
主
体
も
し

く
は
関
係
者
に
と

っ
て
好
ま
し
い
も
の
で
あ
る
と
い
う
意
味
で
例
外
で
あ

っ
た
上
、
⑬
は
後
述
す
る
よ
う
に
説
話
の
末
尾
部
分
に
位
置
す
る
と
い
う

意
味
で
も
例
外
で
あ
る
。
　
は
表
現
形
式
の
類
型
7
に
属
し
形
式
的
に
例

外
で
あ
る
。
舩
は
形
式
的
に
は
3
に
属
し
タ
ダ
を
と
も
な
わ
な
い
点
で
基

本
形
か
ら
離
れ
る
上
、
「立
二
立
テ
」
は

「騒
グ
」
の
修
飾
句
の
性
格
が
強

く

「
立
チ
騒
グ
」
と
い
う
複
合
動
詞
の
各
項
を
分
割
し
た
如
き
表
現
で
述

語
性
に
乏
し
い
。

今
昔
物
語
集
に
お
い
て
、
破
局
性
を
も
た
な
い
場
面
に
こ
の
表
現
形
式
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を
用
い
る
こ
と
は
き
わ
め
て
例
外
的
な
事
例
で
あ
る
と
い
え
る
。

こ
の
表
現
形
式
が
破
局
性
を
あ
ら
わ
し
、
各
説
話
の
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス

部
分
に
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
、
こ
れ
が
各
説
話
の
中
間
部
分
に
多
く
み
ら

れ
、
冒
頭
の
人
物
紹
介
や
末
尾
の
教
訓
部
分
に
は
稀
で
あ
る
こ
と
に
よ
っ

て
も
間
接
的
に
理
解
で
き
る
。
こ
の
表
現
形
式
が
冒
頭
や
末
尾
に
あ
る
の

は
わ
ず
か
に
十
二
例
ほ
ど
で
、
大
半
の
用
例
は
各
説
話
の
ほ
ゴ
中
央
部
に

位
置
し
て
い
る
。

又
、
こ
れ
ら
の
破
局
性
は
当
然
強
い
感
情
-
今
昔
物
語
集
の
場
合
、
関

係
者
の
困
惑

・
嫌
悪

・
絶
望
感
そ
の
他
を
伴
な
う
強
い
感
情
を
惹
起
す
る

も
の
で
あ
る
か
ら
、
説
話
表
現
と
し
て
は
直
接
話
法
に
頼
り
や
す
い
と
考

え
ら
れ
る
。
こ
の
表
現
形
式
自
体
は
前
述
の
と
お
り
圧
倒
的
に
地
の
文
の

も
の
で
あ
っ
た
が
、

一
方
こ
れ
は
、
直
接
話
法
表
現
と
強
い
吸
着
関
係
に

あ
る
こ
と
が
分
る
。
直
接
話
法
表
現
の
直
前
又
は
直
後
に
あ
ら
わ
れ
る
こ

と
が
多
く
、
同
文
中
に
直
接
話
法
の
表
現
を
も
ち
、
又
は
直
接
そ
の
会
話

文
を
承
け
て

「
…
…
」
ト
タ
ダ
～
二
～
と
い
う
形
を
と
る
場
合
が
多
い
。

次
に
そ
の
関
係
を
ま
と
め
て
み
る
。

(第四表)

会
話
文
と
の
位
置
関
係

類

型

同
文
中
に
会
話
文

の
あ
る
も
の

直
前

・
後
の
文
に
会
話
文

の
あ
る
も
の

前
後
三
行
内
に

(近
接
部
分
に
)
会
話
文

の
あ
る
も
の

近
接
部
分
に
会
話
文
の
な
い
も
の

会
話
文
中
の
も
の

計

以
上

、
述

部

を
形
成

す

る
強
調

表
現

の

一
つ
、

「
に
」
を

介

し

て
同

一

動

詞
を

反
復

す
る
表

現

形
式
は

、
今

昔
物

語
集

に
お

い

て
は

、
原
則

と

し

て
、
①

タ
ダ

を
と
も

な

い
、
②

出

典
と

は
関

わ

り
が

な
く

、
③

地

の
文

に

用

い
ら

れ

、
④

「
に
」

に
上

・
下

接
す

る
動

詞
は
意

味

的

に
来

往
動

詞
か

状

態

の
変
化

を
示

す
も

の
に
限
定

さ
れ

、
⑤
場

面
と

し

て
は

キ

ャ
タ

ス
ト

ロ
フ

イ
ー
場

面

(
破
局

性
を
も

つ
場
面
)

に
用

い
ら
れ

、
⑥
直

接

話
法

の

会

話
文

を

吸
着
し

て
い
る

、
と

い
う

こ
と

が
分

っ
た
。

一
言

に
し

て
い
え

ば

、
今

昔

物
語
集

に
お

け
る

同

一
動

詞
反
復

形
式

の

「
に
」

を
介

す

る
形

式

は

、
破
局

性

の
表
現

で

あ
る
と

考
え

て
よ

い

で
あ
ろ

う
。

こ

の
特
徴

が
今

昔

物
語
集

特
有

の
も

の
か

、

又
は

こ

の
表

現

形
式

に

一

般

の
も

の
で
あ

る
か

、
換

言
す

れ
ば
今

昔
物

語
集

撰
者

独
自

の
も

の
か

、

こ

の
表

現

形
式
自

体

の
も

の
か
は

、
更

に
検

討
を

必
要

と
す

る
と

こ
ろ

で

あ
る

が
、

ち
な

み

に
源
氏

物
語

に
お

い

て
も

こ
の
表
現

形
式

の
破

局
性

は

強
く

指
向

さ
れ

、
全
十

九

例

の
用
例

は
、
密

会

・
死
去

・
露

見

・
す
き

見

な
ど

の
場

面

に
限

っ
て
用

い
ら
れ

て
い
る

。

「
あ
ゆ

ひ
抄

」

で
成
章

は

、
こ

の
語
法

の
表

現
価
値

に

つ
い
て

「
方

々

に

心
散
る

た

よ
り

な
く

て

ひ
た
む
き

な

る
体

を

言

へ
り
」

と

述

べ
て

い

る

。
彼

が
用

い
た

の
は
も

っ
ぱ

ら
平

安

の
和
歌

用
例

で
あ

る
が

、

こ

の
表

現

形
式

の
も

つ
強

調
性

の
性
格

は
、

成
章

の
記
述

に

つ
き
る

の
で
は

な

い

だ

ろ
う
か

。

冒
頭

に
あ
げ

た
伊
勢
物

語

四

一
段

の
場

面

で
は
、

「
せ
む

方

な
く

て
」

と

い
う

副
詞

句

で
修

飾

さ
れ

て

い
る

が
、

ま
さ

に

「
他

に
ど
ん

な
方
法

も

な

く
」

「
せ

ん
方

な

い
」

状
態

に
お
ち

い
り
切
迫

し

た
感
情

を

内

に
囲

い

こ
ん

で
こ

の
表

現

が
行

な
わ
れ

て
い
る
と
考

え

ら
れ

る
。

そ

の
意
味

で
、

伊

勢
物

語
四

一
段

の
例

は
、

こ

の
表

現

形
式

の

一
つ
の
典

型
と

も

い
え
よ

哺35



う

。

五

以
上
で
、
今「
昔
物
語
集
の
述
部
を
形
成
す
る
強
調
表
現
の
一
つ
、「
に
」

を
介
し
て
同

一
動
詞
を
反
復
す
る
形
式
に
つ
い
て
、
そ
の
表
現
価
値
-
破

局
性
ー
を
明
ら
か
に
し
た
。
こ
の
表
現
形
式
の
内
部
に
は
、
今
昔
物
語
集

に
み
る
限
り
、
切
羽
つ
ま

っ
た
緊
迫
感
、
人
間
の
強
い
感
情
を
担

っ
た
緊

張
感
を
秘
め
て
い
る
。
具
体
的
な
言
語
形
式
と
し
て
は
、
同

一
動
詞
を
く

り
か
え
す
と
い
う
単
純
素
朴
な
表
現
法
で
あ
り
な
が
ら
、
強
い
緊
迫
感
を

場
面
に
与
え
て
い
る
も
の
で
あ
る
。

こ
の
素
朴
な
強
調
表
現
の
発
生
は
古
い
も
の
と
考
え
ら
れ
、
事
実
古
事

記
以
下

の
上
代
文
献
に
も
、
万
葉
以
下
の
韻
文
資
料
に
も
用
例
が
多
々
見

出
さ
れ
、
以
来
連
綿
と
現
代
語
に
至
る
ま
で
連
続
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ

る
。
あ
ら
ゆ
る
表
現
と
同
じ
く
、
こ
れ
も
使
用
の
頻
度
が
増
す
と
と
も
に

新
鮮
さ
を
失
な
い
、
緊
張
感
を
磨
滅
さ
せ
て
多
く
の
強
調
的
変
形
を
生
み

つ
ゝ
そ

の
表
現
価
値
を
遷
し
て
い
っ
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
次
に
は
通
史
的

な
観
点
に
立
っ
て
こ
の
表
現
形
式
の
史
的
変
遷
を
辿
り
た
い
と
思
う
。

注

①
こ
の
部
分
の
諸
本
異
同
は
、

「伊
勢
物
語
の
研
究
校
本
篇
」
以
下
諸
氏
の
報
告
さ
れ
た
と
こ
ろ

に
従
え
ぱ
、
武
田
本
系
統
の
四
本
が
こ
の

一
文
を
欠
く
他
は
、

「た
y
な
き
に
」
の
部
分
に
塗

う
本
系
統
の
三
本
お
よ
び
流
布
本
系
統

の
泉
州
本
な
ど
の

「な
き
に
の
み
」
が
あ
る
。
そ
の
他

閥
題
に
な
る
異
同
は
な
い
。

②
日
本
古
典
文
学
大
系

「今
昔
物
語
集
」
解
説
、
第
二
冊

「文
体

・
表
現
性
」
の
項

(
14
ぺ
⑦
～

16
ぺ
③
)
。
第
三
冊

「
文
体
」
の
項

(幻
ぺ
⑳
～
銘
ぺ
④
)
。
第
四
冊

「
語
法
7
」
の
項

(
39

ぺ
⑭
～
40
ぺ
④
)
。
第
五
冊

「用
梧
」
の
項

(
42
ぺ
◎
～
⑭
)
。

③
佐
藤
武
義

「今
昔
物
語
集
巻
十
六
の
文
章
」
(山
形
女
子
短
期
大
学
紀
要
第
1
集

昭
42

・
3
)

④
橋
本
進
吉

「
助
詞
助
動
詞
の
研
究
」
槻
ぺ
、
山
田
孝
雄

「奈
良
朝
文
法
史
」

鰻
ぺ
、

松

尾

拾

「助
詞
助
動
詞
詳
説
」
舗
ぺ
、
岩
井
良
雄

「
日
本
語
法
史
」
奈
良
平
安
時
代
篇
脳
ぺ
、
鎌
倉
時

代
篇
蜥
ぺ
、
青
木
伶
子
執
筆

「
日
本
文
法
大
辞
典
」

「に
」
の
項
、
な
ど
の
諸
文
法
関
係
研
究

書

に
記
述
が
あ
る
他
、
こ
の
表
現
形
式
に
関
す
る
従
来
の
研
究
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
。

・
至

谷
肇

「あ
ゆ
ひ
抄
」

(巻
二
五

象̂

)

(富
士
谷
成
章
全
集
宍

轟

繍
謹

竹
岡
正
夫
著
、
昭
36

・
窺
ぺ
)
に

「重

ね

装
」
と

し
て
、
他
の
重
複
形
式
と

一
括
し
て
示

す
。

2
応
田
孝
雄

「
日
本
文
法
学
概
論
」
伽
ぺ

3
森
重
触

「修
飾
語
格
小
見
-
上
代
の
助
辞

「な

・
に

・
の

・
が
」
」
二
、
口
、
日

(
「国
語

国
文
」
第
十
七
巻
、
第

一
、
三
、
四
号
)

(
昭
23
年
2
、
5
、
7
月
)
特
に
⇔
の
(波
)
訂
ぺ

4
阪
倉
篤
義

「
文
法
論
の
課
題
」

(
「国
語
学
」
%
)

(昭
31

。
5
)

5
井
上
博
嗣

「中
宵
の
程
度
量
副
詞

「た
だ
」
の
機
能
の
在
り
方
-
源
氏
物
語

・
今

菅
物
語
集

の
用
例
を
資
料
と
し
て
ー
」

(
「女
子
大
国
文
」
六
三
)

6
山
口
発
二

「動
詞
の
重
複
形
式
に
つ
い
て
ー

「に
」

「と
」
を
介
す
る
形

式

を

主

に
リ
」

(
「国
語
国
文
」
第
二
十
九
巻
第
六
号
)

(昭
35
・
6
)

7
遠
藤
好
英

「打
開
集
の
文
章
」

(
「国
語
学
研
究
」
2
)

以
下
、
引
用
、
参
照
に
関
し
て
は
、
右
の
文
献
番
号
に
よ
っ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

⑤
浅
野
信

「
日
本
文
法
語
法
論
」
櫛
ぺ
な
ど
。

⑧
馳
島
正
年

「国
語
助
詞
の
研
究
-
助
詞
史
素
描
」
83
ぺ
な
ど
。

㎝
こ
の
点
に
関
す
る
山
口
佳
紀
氏
の
論
以
下
の
研
究
の
動
向
に
関
し
て
は
、

橋
本
仲
美

「今
昔
物
語
集
の
文
体
に
関
す
る

一
考
察
ー

「事
元
限

シ
」
を
め
ぐ
っ
て
ー
」
(「国

語
学
」
四
、
2ー
ペ
)

(昭
"
・
12
)

■に
明
快
に
整
理
さ
れ
て
い
る
。

⑧
注
m
の
橋
本
氏
論
文

樹
名
義
抄
に
お
い
て
、

記
侃
」

「伏
」
に
は

「
フ
ス
」
の
訓
も
あ
る
が
、

「覆
」
に
は
な
い
。
又

字
類
抄
で
は

「伏
」

「
覆
」
い
ず
れ
に
も

「
フ
ス
」
の
訓
は
な
い
。

㎝
古
典
大
系
本
の
訓
み
で

「
一こ

を
補
読
し
て
い
る
の
は
、
次
の
三
例
で
あ
る
。
「女
子

泣

ノ
.、

.鎚
ゴ

、
(二
十
六
己
囚
棚
ぺ
⑮
)
、
「只

問
、闘

ヶ
レ
ご

(二
十
九
8
㊨
瑚
ぺ
⑦
)
、

「延
正
刈嘘
一

々

ッ
云
.、」
凋様

」

(二
十
八
13
国
77
ぺ
⑭
)
。
又
、
次
の
三
例
は
、
大
系
本
で
は

[
F
ト

を
補
読
し
て
い
な
い
が
、
補
読

の
可
能
性
も
あ
る
。

「
口
も
浬
肩
ク
事
嬬

。邸
シ
」

(十
九
2
囚
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59
ぺ
②
)
・

「甥

ノ
ξ
笥

テ
墓
霊

箕
狐
卜
、
ご

三

+
八
36
鑑

ぺ
⑪
)・
「皆
ク駕

テ
解

、
。一

(
三
十

一
20
五
捌
ぺ
⑯
)
。
し
か
し
次
の
例
は

「
一こ

を
補
読
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と
思
わ

れ
る
の
で
、
早
急
に
決
定
は
で
き
な
い
。

「其
ノ
"
郵

ノ瓜
只
生
ヒ
軽

テ
遡

駕

翼
」

(
二
十

八

40
国
伽
ぺ
①
)
。
又
、
大
系
本
の
解
説
に
も
あ
げ
ら
れ
て
い
る
が
、

「
二
」
の
上
下
の
動
詞
が

異
な
る
次
の
二
例
も
、
や
は
り
同
種
の
表
現
形
式
と
思
わ
れ
る
が
、
本
稿

で
は
A

・
B
項
⑳
動

詞
の
同

一
性
を
重
視
す
る
観
点
を

と

っ
て
い
る
の
で
、
参
考

と
し
て
挙
げ
る
に
と
ど
め
る
。

髭

・伊
ク
水
,
結
ビ
テ耳

テ
」

(三
す

鑑

ぺ
⑦
)
・

「只
毎

・燦

ケ
レ
.
」

三

+
八
、
田

53
ぺ
④
)
。

㎝
こ
の
表
現
形
式
を
有
す
る
説
謡
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

働
注
切
の
橋
本
氏
論
文
、
箆
ぺ
参
照
。

03
こ
の
比
率
が

一
般
的
な
も
の
か
否
か
は
、
こ
こ
で
は
い
え
な
い
が
、
例
え
ば
、
ζ
の
表
現
形
式

が
比
較
的
多
い
落
窪
物
語
で
は
、
全
二
十
三
例

の
う
ち
、
地
の
文
十
六
例
に
対
し
会
話
文
七
例

で
、
ほ
y
二
対

一
の
比
率
で
あ
る
。
又
源
氏
物
語
で
は
、
全
十
九
例
の
う
ち
、
会
話
文
は

一
例

で
あ
る
。

㎜
拙
稿

「今
晋
物
語
集

の
受
身
表
現
に
関
す
る

一
考
察
」

(長
崎
大
学
教
育
学
部
人
文
科
学
研
究

報
告

・
第
二
二
号
)

(昭
娼

・
3
)
参
照
。

㈲
勤
詞
の
意
味
論
的
な
分
類
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
な
試
み
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
次
の
よ
う

な
も
の
を
参
考
に
し
た
。
金
田

一
春
彦

「国
語
動
詞
の

一
分
類
」

(言
語
研
究
十
五
号

・
昭
%

.
4
)
、
同

「意
味
に
よ
る
動
詞
の
分
類
」

(続
日
本
文
法
講
座
1

「文
法
各
論
編
」
昭
お

・

・
)
、
国
立
国
語
研
究
所

「動
詞
の
麟

の
記
述
的
研
究
」

(昭
η
)
な
ど
。

「来
往
関
係
」

と
い
う
名
称
は
、
佐
久
間
鼎

「現
代
日
本
語
の
表
現
と
語
法
」

(昭
41
)
19
ぺ
に
よ
る
。
佐
久

間
氏
の
分
類
は
、
ブ
リ
ユ
ノ

「思
考
と
言
語
」
に
示
さ
れ
た
十
三
種
の
品
類
を
参
考
に
し
て
お

ら
れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

(同
書

19
ぺ
)

㎝
大
系
本
頭
注
に
よ
れ
ば
、
意
訳
し
て

「疲
れ
る
」

「動
悸
が
ひ
ど
く
な
る
」
、
又
は

「た
y
う

つ
ふ
す
だ
け
で
あ
る
」
の
両
意
を
あ
げ
て
い
る
。
梅
沢
本
古
本
説
話
集
鮒
、
宇
治
拾
遺
物
語
90

の
本
文
も

「た
り
に
た
り
ゐ
た
る
が
」
で
同
じ
い
。

㎝
例
外
の
四
例
は
次

の
も
の
で
あ
る
。

○

「事
只
嘱

・町

ヌ
」

(十
二
召

靭
ぺ
⑥
)
、
山
階
寺
焼
失
後
・
嚢

[の
際
の

「碧

ノ
事
」

を
三
事
例
並
記
す
る
う
ち
の
第

一
の
説
話
の
末
尾
近
く
に
あ
る
。
庭
中
に
井
水
が
涌
き
出
て
、

工
事
が
は
か
ど

っ
た
場
面
で
あ
り
、
関
係
者
の
い
ず
れ
に
と

っ
て
も
最
後
ま
で
よ
い
結
果
し
か

も
た
ら
し
て
い
な
い
●

○

「便

り
只
付
ヰ
昌付

テ
」

(十
六
28
日
娚
ぺ
②
)、
有
名
な
わ
ら
し
べ
長
者
の
説
話
の
末
尾

(最

後
か
ら
二
行
目
)
に
あ
り
、
つ
い
に
男
が
長
者
に
な

っ
た
場
面
で
あ
り
、
い
ず
れ
の
立
場
か
ら

み
て
も
、
よ
い
結
果
で
あ
る
。

○

「只
漕
卓
・漕
串
配

ル
」

(吾

晶

ぺ
⑭
)
・

「昊

串
・大
亭
・町

テ
」

(同
・
⑫
)
・
砒
沙

門
天
の
額
が
割
け
て
生
ま
れ
た
男
の
子
が
、
他
の
も
の
は
飲
食
せ
ず
、
既
沙
門
天
か
ら
涌
い
た

乳
の
み
に
よ

っ
て
成
長
す
る
場
面
で
、
長
じ
て
王
と
な

っ
て
の
後
を
考
え
合
わ
せ
て
も
好
ま
し

い
結
果
と
い
わ
ざ
る
を
得
な
い
。

こ
の
四
例
に
共
通
し
て
い
る

こ
と
は
、
人
智
を
超
え
た

不
可
思
議
な

出
来
事
と

い
う
点
で
あ

る
。

巳8

一
般
的
な
破
局
の
概
念
に
該
当
し
な
い
と
は
い
え
、
あ
る
転
局
、
場
面
の
展
開
を
予
期
し
た
、
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転
局
の
核
を
な
し
て
い
る
こ
と
は
㎝
60
働
に
つ
い
て
い
え
、
鮒
60
は
そ
う
い
う
核
の
持
続
し
で

い
る
状
態
と
は
い
え
る
。

09
冒
頭
に
近
い
も
の
は
、
次
の
と
お
り
。
各
説
話
の
第

一
行
目
、
1
例

(三
十

一
=
15
)
、
二
行

目
、
2
例

(二
十
八
ー
37
、
十
六
1
28
)
、
三
行
目
、
1
例

(二
十
四
1
16
)
、
四
行
目
、
2

例

(二
十
四
ー
8
、
二
十
九
1
37
)
、
五
行
目
、
2
例

(二
十
七
1
"
、
二
十
九
1
29
)
。
末

尾
に
近
い
も
の
は
、
次
の
と
お
り
。
各
説
話
の
末
尾

か
ら
二
行
目
、

2
例

(三
十
ー
8
、
十

六
-
銘
)
、
四
行
目
、
2
例

(三
十
1
4
、
8
)
。
計
12
例
。

_38_


